
1凹ャングの干渉と同様の実験である .
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(l） 干渉の条件は 経路差が位相2た分で
強め合う E同位相で重なってる

ということ .（経路差）=（半波長）×（偶
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f+GET で 問題文にあ
る近似を行う.
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同様にATを近似して
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（ハの式に代入して
入 = B I - AT
=e+いもも「_たがで_

= E x
た ） ヤングの実験と同じ

現象が音波でも起こるのだ
1別に學 経路差は下図の a s i nAの部分ともいえる.
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1か？ーーーっ

ここで s i n A ÷ t a n Aと近似すると .
s i nA÷ t a nA t

となるので経路差は
（経路差）=asi n A=fame

に


